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パンフレット：平成３０年度松阪市学力向上推進協議会 作成   

 

 

 

 

松阪市でめざす「未来を切り拓く力」を育成するために、「本居宣長さんの教え５つの 

チャレンジ」について、具体的な方策を立てて取り組みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

● 子どもたちが、３つの時間（学習時間・読書時間・睡眠時間）を決めて、生活リズムを身に付け

ることができるように、家庭と協力して進めましょう。 

子どもたちが立てた計画をもとに、生活リズムが身に付いているか確かめることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来を切り拓く学力向上タスクフォース 本居宣長さんの教え 

５つのチャレンジ 

１ 生活習慣を確立する 子どもたちの生活習慣を確かめていますか。 

未来を切り拓く力 

多様な人々と 

協働していくことができる力 

新たな価値を創造する力 

新たな問題を発見し解決できる力 

・他者に対し、自分の考え等を根

拠とともに明確に説明する。 

・対話や議論を通じ、多様な相手

の考えを理解し自分の考えを広

げる。 

・社会（学校・家庭・地域）の

中で自ら問いを立てる。 

・解決方策を探索して計画を実

行し、問題を解決に導く。 

主体的に判断できる力 

・伝統や文化に立脚した広い

視野と深い知識を持つ。 

・理想を実現しようとする高

い志や意欲を持つ。 

・個性や能力を生かす。 
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● 自ら問題を設定し、調べたり、考えたり、自分で計画や見通しを持って取り組んだりする家庭学

習を続けることで、子どもたちの主体性が育ちます。 

 

 

 

 

家庭学習において、自分で、めあてを設定し、ふり返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

「学習の手引き」を作成し、家庭においても、子どもの主体性を育てるよう働きかける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 主体的に学ぶ 主体性を育てる家庭学習を行っていますか。 

めあて 

「約数について知ろう」 

ふり返り 

「約数、公約数、最大公約数の問題を

もっと解きたいです。」 

開始・終了時刻 

【事例１】松阪市立山室山小学校 

家庭学習における「めあて」「ふり返り」 

 

【事例２】松阪市立第四小学校 

家庭との連携 

はじめに保護者への呼び

かけがあり、家庭学習の

目的が示してある。 

教師が見届け、称賛している。 
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保護者に対して、具体的な働きかけを示している。 子どもに対して、自主学習例を示している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「さんサンノート」を使って、自分で内容を考え、家庭学習に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事例３】松阪市立久保中学校 

継続的な自主学習 

自主学習スペース 

生きて働く知識・

技能の習得を習慣

化させるようにし

ている。 

予定帳と一体にし

て、毎日の取組にし

ている。 

毎日の振り返り活

動により、書く力

を高めるようにし

ている。 
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● 子どもたちには、自分の考え等を根拠とともに明確に説明できるような力を育てることが大切

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 説明力を伸ばす 自分の考え等を筋道立てて話せるようにしていますか。 

【事例】松阪市立三雲中学校 

「知識構成型ジグソー法」や協働学習モデルを取り入れた取組 
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● 子どもたちが学ぶ内容と教育活動に必要な人や地域の教材などを活用しながら、効果的に組み

合わせることが大切です。 

 

 

 

 

   

 

１ グランドデザインや構想図等のプラン（下図）を立てる。 

 

２ 教職員が、地域の歴史、文化、産業等を知る。 

 

３ 教職員が、地域の人たちとの出会い、地域に対する思いを知る。 

 

４ 授業や学校行事など、具体的な学習活動を計画する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考えを深める 人や本、自然等から学ぶ活動が位置づけられていますか。 

【事例】松阪市立飯南中学校 

地域とともにある学校づくり 

 

生
徒
に
飯
南
地
域
の
こ
と
を 

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
。 

教職員の思い 取組の経緯 
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● 社会における様々な場面で活用できる知識や技能として身に付けるために、学んだことを生か

す場面を子どもたちと創り出すことが大切です。 

 

 

 

 

 教科学習・総合的な学習の時間・資質・能力の関係のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

教科学習の知識技能が総合的な学習の時間(探究活動)で活用された例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 学んだことを活用する 探究的な過程を重視していますか。 

【事例】松阪市立飯高中学校 

探究的な学習の過程において総合的に活用する教科の見方・考え方 

 

資質・能力はコアであり，教科学習と総合学習な学習の時間をつなぐ架け橋 

 

〔身近な地域の調査〕 

・地形図の読み取り方 

 

文献調査・聞き取り調査で

得た城の地形図から考察 

 

〔エネルギー資源とその利用〕 

〔エネルギー変換に関する技術〕 

・様々な発電方法の特徴 

〔一次関数〕 

・一次関数を利用してコスト計算 

 

飯高中でエネルギーを自給するための

提案 

教科で学んだことによって「これは総合的な学習の時間で使える。使っ

てみよう」と考えることができる。 

総合的な学習の時間(探究活動)で学習することにより，教科のなかで

「調べたことと比べると〇〇だ。」と教科の学習が深まる。 

〇バイオマス発電の利用 

・たくさんの木がある 

・運動場の面積が狭い 

・輸送コストが低い 

→林業でできた間伐材を利用すること

により，自然との共生が可能。 

（持続可能な社会の一例） 

〇調査でわかったこと 

・城の周囲には２方向しか石垣 

がない。 

〇考察 

・地形図から，一方は傾斜が急な 

がけ，もう一方は谷深い川と 

なっており，石垣を作る必要 

がなかったのではないか。 

理科・技術・数学 

総合的な学習の時間 

社会 

資質・能力の例 教 

科 

学 

習 

資

質

・

能

力 

総
合
的
な
学
習
の
時
間 

総合的な学習の時間 

教科横断的な

力を使って 


